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※白抜きは対象核種が検出下限値未満であることを示す
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福島第一原子力発電所の建屋内の滞留水や水処理設備で処理された処理水の放射化学分析を行った。汚

染水の分析結果から処分安全上重要なアクチノイド核種のうち、Np と Pu, Cm では明らかな移行挙動の違

いが見られた。汚染水の分析結果から得られたこれらの移行挙動の違いを報告する。 

キーワード：福島第一原子力発電所、汚染水、核種分析、アクチノイド 
 

1. 緒言 

 福島第一原子力発電所（1F）では、原子炉への連続注水のため燃料デブリと接触し、放射性物質の一部

が移行した汚染水が継続的に発生している。発生した汚染水はタービン建屋（T/B）や集中廃棄物処理建屋

（RW）等を経由し、セシウム除去設備や多核種除去設備等の水処理設備にて処理されている。建屋内の滞

留水や水処理設備で処理された処理水（滞留水及び処理水を合わせて汚染水という）の一部は採取されて

おり、これらの放射化学分析を行った。本報告では、処分安全上重要なアクチノイド核種（U，Pu，Np 等）

に着目し，汚染水の分析結果から得られた移行挙動の違いを報告する。 

2. 分析試料及評価方法 

格納容器（PCV）、原子炉建屋（R/B）、T/B、RW 及び高温焼却炉建屋（HTI）から汚染水試料を採取し、

1F から研究施設に輸送し、Pu 及び Cm は α スペクトロメーターにより、U 及び Np は ICP-MS にて測定し

た。分析結果は、廃炉・汚染水対策チーム会合／事務局会議に報告している[1]。汚染水中のアクチノイド

核種の移行挙動は、核燃料中の核種組成比[2]で汚染水試料中の核種組成比を除した値である輸送比[3]を用い

て評価した。基準核種として、U のうち中性子照射により生成する U-236 を選定した。 

3. 結果と考察 

 輸送比が 1 に近い値であればその組成は原子

炉内燃料と同じ組成であることを示している。

評価結果を図 1 に示す。PCV 内（2 号機及び 3

号機）における Pu 及び Cm の輸送比は、ほぼ 1

である。一方、Np の輸送比は、他のアクチノイ

ド核種と比較して約一桁高いことから、Np は水

溶液への移行速度が高いと推察される。また、

タービン建屋以降の汚染水では、Pu の輸送比は

約 1/100 に減少している。Cm は検出下限未満と

なっているが、Pu と同様の挙動であると考えら

れる。この結果より、Pu 等は原子炉建屋やター

ビン建屋において、沈降または吸着により除去

されていると推察される。 
 

※本件は、経済産業省／平成 28 年度補正予算「廃炉・汚染水対策事業費補助金（固体廃棄物の処理・処分

に関する研究開発）」に係る補助事業の成果の一部である。 
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図 1 汚染水中のアクチノイド核種の輸送比 
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